
本紙は、再生紙を使用しております。
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﹁
ぐ
る
っ
と
く
ん
﹂を
上
平
支

所
・
公
民
館
入
口
で
下
車
し
、
主

要
地
方
道
上
尾
久
喜
線
を
百
メ
ー

ト
ル
も
西
へ
歩
く
と
、
右
手
に
少
し
ょ
う

林り
ん

寺じ

の
標
柱
が
見
え
て
く
る
。
臨り
ん

済ざ
い

宗し
ゅ
うの
古こ

刹さ
つ

で
、
旧
門
前
村
の
村

名
発
祥
の
寺
で
も
あ
る
の
で
、
ま

ず
参
詣
し
て
か
ら
歩
く
こ
と
に
す

る
。こ
の
寺
の
開
基
は
覚か
く

山ざ
ん

尼に（
北

条
時
宗
の
妻
）で
、
市
内
で
は
珍

し
い
鎌
倉
時
代
の
創
建
で
あ
る
。

威
厳
の
あ
る
山
門
は
、
寛
文
十
一

（
一
六
七
一
）年
の
建
築
で
あ
る

が
、
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て

い
る（﹃
上
尾
の
指
定
文
化
財
﹄）。

　

少
林
寺
を
参
詣
後
ま
た
県
道
に

戻
り
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
西
下
す
る

と
、
左
手
に
古
道
の
小
さ
な
曲
が

り
角
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
区
画

整
理
が
進
ん
で
い
る
こ
の
辺
り

は
、
新
旧
住
宅
地
の
混
在
地
で
あ

る
。
左
折
し
て
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
歩
く
と
、
左
手
付
近
は﹁
神
楽
﹂

一
座
を
主
催
し
た
須
田
家
の
所
在

地
域
と
な
る
。
こ
の
神
楽
は
、
須

田
兼
吉
が
百
年
ほ
ど
前
の
大
正
初

期
に
始
め
た
一
座
で
、﹁
若
松
座
﹂

と
称
し
た
と
い
う
。
兼
吉
は
当
初

沖
ノ
上（
現
浅
間
台
地
区
）の﹁
共

盛
座
﹂で
神
楽
を
学
び
、
そ
の
後

独
立
し
て
一
座
を
主
催
し
た
も
の

で
あ
る
。
須
田
家
一
座
は
平
成
九

年
の
上
演
を
最
後
に
解
散
し
て
い

る
が
、
同
家
に
は
お
び
た
だ
し
い

数
の
神
楽
道
具
・
衣
装
が
遺の
こ

さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
現
在
、

﹁
須
田
家
の
神
楽
用
具
﹂と
し
て
市

指
定
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
か
つ
て
神
楽
を
支
え

た
人
々
は
須
田
家
の
近
在
に
住
ん

で
お
り
、
さ
し
ず
め
こ
の
地
域
は

﹁
神
楽
の
里
﹂と
も
い
う
べ
き
こ
と

に
な
ろ
う
か（
前
掲
書
）。

　

と
こ
ろ
で
安
政
四（
一
八
五
七
）

年
の﹁
久
保
村
須
田
家
日
記
﹂を
み

る
と
、
久
保
・
門
前
・
南
・
上
村

の
鎮
守
で
あ
る
氷
川
社
の
四
月
二

日
の
祭
礼
に
、
神
楽
が
上
演
・
奉

納
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
記
述
は

な
い
が
、
こ
の
日
記
に
よ
れ
ば
神

楽
は
古
く
か
ら
上
演
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
安
政
期

に
は﹁
若
松
座
﹂は
存
在
し
な
い

が
、
神
楽
奉
納
の
風
習
が
、
大
正

期
の
須
田
兼
吉
に
よ
る
神
楽
一
座

の﹁
若
松
座
﹂の
誕
生
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る（﹃
安
政
四
年
久
保
村
須

田
家
日
記
﹄）。

　

現
在
、
西
門
前
地
区
は
土
地
の

区
画
整
理
を
実
施
中
で
、
古
い
道

路
は
失
わ
れ
新
道
が
縦
横
に
で
き

つ
つ
あ
る
。
神
楽
を
主
催
し
た
須

田
家
所
在
地
の
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
南
に
は
、
Ｊ
Ｒ
北
上
尾
駅
に
通

じ
る
広
い
道
路
が
東
西
に
走
っ
て

い
る
。
そ
れ
よ
り
南
進
し
、
や
や

曲
折
し
た
道
を
進
む
と
、
約
六
百

五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
地
区
最
南

端
に
達
す
る
。
地
区
内
に
は
区
画

整
理
と
と
も
に
新
住
宅
地
が
数
多

く
誕
生
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

ま
だ
各
所
に
古
く
か
ら
屋
敷
森

と
、
巨
大
な
温
室
で
農
業
経
営
を

す
る
家
な
ど
を
見
掛
け
た
り
す

る
。﹁
神
楽
の
里
﹂も
、
目
下
変
遷

中
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か（﹃
上

尾
市
地
形
図
﹄）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須
茂
）

県食品
流通センター

主要地方道
上尾久喜線

上平支所
上平公民館
上平支所
上平公民館
上平支所
上平公民館

上平公園上平公園上平公園

芝川小

上平小

JAあだち野
上平支店

上尾税務署

↑
桶
川

国
道
17
号

久保

北上尾駅東入口

少林寺

西門前地区を南下する

○に入る文字や数字を当ててください｡

【賞品】正解者の中から抽選で₅人に、粗品
を差し上げます。
【応募方法】はがきかメールにクイズの答え、
住所、氏名、年齢、電話番号、﹃広報あげお﹄
の感想を記入して、１０月21日（金）まで（必着）
に上尾市広報課﹁わくわくクイズ係﹂へ。

あて先：〒362-85０１本町3-１-１
メールアドレス ： ｓ55０００＠ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.ｌｇ.ｊｐ
【発表】賞品の発送をもって発表に代えさせて
いただきます。　※正解は11月号のこのコー
ナーで。前号の答えは﹁防災﹂でした。ご応募
ありがとうございました（応募者４8人）。

１０月はがん検診受診率○○㌫達成に
向けた集中キャンペーン月間です。

� （ヒントは₈ページ）

市の人口・世帯
（平成２３年₉月１日現在）

２２万７，3７8人
男／１１万３，５74人
女／１１万３，804人
　※前月より１7９人増。

９万２，９5７世帯

上尾の古い地名を　こう
２47
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◆﹃広報あげお﹄は、各支所・出張所、ＪＲ上尾駅・北上尾駅のほか市内の各公共施設、金融機関などに置いてあり、自由に持ち帰れます。
◆環境保全のため、市内の公共施設へのお出掛けは市内循環バス“ぐるっとくん”をご利用ください。

威厳のある少林寺の山門


